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秋田県農林水産技術センター農業試験場 研究時報 第46号（2007）

大区画基盤整備水田における可変施肥の効果

若松一幸・石田頼子・小笠原伸也 ・片平光彦・鎌田易尾＊

（ 秋田県鹿角地域振興局）＊

１．ねらい

近年、水稲の省力低コスト化を図るため

の一方策として、ほ場の大区画化が進めら

れている。秋田県における1 以上の大区ha
画ほ場は2005年現在18,060 で、要整備水ha

、 、田面積の15％ 累計整備面積の21％に達し

年々その面積も増加している。一方、基盤

整備当初の大区画ほ場では、土壌の移動等

に伴い、土壌基盤の条件が不均一になりや

すい。そのため、土壌窒素の発現量に大き

なムラが発生する場面が見られ、過繁茂に

よる倒伏や窒素不足による収量低下など、

水稲の生育は非常に不安定になりやすい。

そこで、基盤整備後の大区画水田ほ場に

おいて、基肥および追肥の可変施用が水稲

の生育・収量ムラにおよぼす影響を検討し

たので報告する。

２．試験方法

(1)場内試験

1)試験年次：2002～2004年

2)試験場所：秋田農試水田ほ場

3)ほ場条件：1 (50×200 )ha m
4)土壌条件：細粒グライ土

5)基盤整備後3～5年目

(2)現地試験

1)試験年次：2005年

2)試験場所：秋田市雄和現地ほ場

3)ほ場条件：0.5 (31×154 )×3筆ha m
4)土壌条件：細粒強グライ土

5)基盤整備後2年目

(3)供試作物：水稲(中苗移植）

(4)品種：あきたこまち

(5)試験区の構成：可変施肥区、均一施肥

区

(6)施肥方法：土壌調査および生育・収量情

報から作成した施肥マップをもとに、(独)農

業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産

業技術研究支援センターで開発中の可変施肥

田植機による側条施肥および水田管理ビーク

ルによる追肥を実施した。

３．結果及び考察

(1)場内試験

基盤整備後3年目では、均一施肥に比較

して可変施肥の生育・収量の標準偏差が小

さく、ほ場内の生育および収量ムラの軽減

が図られた。また、基盤整備後3～4年目ま

では可変施肥により施肥窒素量を1割程度

削減しても均一施肥と同等の収量が得られ

た。一方、基盤整備後5年目になると可変

施肥による生育・収量均一化の効果が認め

られなくなり、施肥窒素量の削減により収

量はやや低下した(表1･図1)。

均一施肥において、基盤整備後1～3年目

は収量の年次変動が大きく、各年次の玄米

。 、重の変動係数も7％前後で推移した 一方

基盤整備後3年目以降は収量の年次変動が

少なく、4年目の変動係数は4.3％、5年目

の変動係数は3.0％に低下し、基盤整備後

の年数が経過するに従ってほ場内の生育・

収量ムラは小さくなった(図2)。

(2)現地試験

農業試験場内の大区画ほ場では可変施肥

の効果が得られなくなったことから、2005

年からは基盤整備後2年目の現地試験ほ場

を供試して試験を実施した。

平均玄米重は、可変施肥・均一施肥とも

5.7ｔ であったが、変動係数は均一施肥/ha
の9.1％に対し、可変施肥で6.0％に低下し

た。また、均一施肥に比較した可変施肥の

㎡当たり粒数の変動係数は12.9％から9.0

％に低下し、玄米タンパク質含有率の変動

係数も4.9％から3.5％に低下した(表2)。

玄米タンパク質含有率は玄米重の増加に

伴って高くなる傾向を示したが、均一施肥

に比較した可変施肥の収量および玄米タン

パク質含有率は、平均値±5％の範囲に収

束する傾向が認められた。また、収量が多

く玄米タンパク質含有率の高い地点は、均

一施肥の30％に対して可変施肥では10％に

低下した(図3･4)。

４．まとめ

基盤整備後の生育・収量変動の大きい大

区画ほ場において、地力ムラおよび生育ム

ラに対応した可変施肥を実施することによ

り、生育・収量・品質ムラの軽減効果が得

られた。
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表１ 均一および可変施肥窒素施用量(2002～2005年)

図１ 基盤整備後年数と可変施肥が生育及び収量に及ぼす影響
(2002～2004年)

注1)診断値は草丈×茎数×葉緑素計値×10 注2)エラーバーは標準偏差
-4

図２ 基盤整備後年数と玄米重の推移
(2000年～2004年)

注1)基肥・追肥とも均一施用

表２ 基盤整備後２年目ほ場における可変施肥が水稲の収量品質等におよぼす影響(2005年)

図４ 基盤整備後２年目ほ場における玄米重
と玄米タンパク質含有率の評価位置比率

(2005年)
注1)図３に示した①～⑤に位置する地点の比率

注1)可変区下段の( )内は変量範囲 注2)2004年の合計施肥量には減数分裂期追肥N-16㎏/ha(均一施肥)を含む
注3)追肥は2003年・2004年は幼穂形成期頃，2005年は減数分裂期頃に実施
注4)基肥にはリン酸・カリを窒素と同程度を含む
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図３ 基盤整備後２年目ほ場における玄米重と玄米タン
パク質含有率の関係(2005年)

注1)調査方法は表２と同じ

注2)図中の目盛り線は平均値，中央部罫線は平均値±5％の範囲
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可変施肥 13.18 7.28 5.70 0.27 29.1 93.1 22.4 2.1 5.8

均一施肥 13.19 7.24 5.69 0.24 28.4 93.4 22.6 2.5 6.0

可変施肥 7.1 6.3 6.0 21.5 9.0 1.5 1.1 21.3 3.5

均一施肥 8.3 9.5 9.1 27.1 12.9 1.8 1.1 24.7 4.9
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注1)玄米重，玄米千粒重，外観品質，玄米タンパク質含有率は篩目1.9㎜により選別して調査し，水分15％換算した

注2)玄米タンパク質含有率はケルダール法による玄米窒素含有率にタンパク係数5.95を乗じて算出した
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